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『施⼯BIMのスタイル』
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内容 講師 時間

(0) はじめに・開催主旨 曽根巨充（前⽥建設） 13:30-13:35

(1) 発⾏の主旨、「施⼯BIM」とは 曽根巨充（前⽥建設） 13:35-14:10

(2) 「施⼯BIM」成功へのプロセス ⾦⼦智弥（⼤林組） 14:10-15:00

（休憩） 15:00-15:15

(3) 実現できる「施⼯BIM」（⼯事別） 室井⼀夫（清⽔建設） 15:15-15:55

(4) ここまでできる「施⼯BIM」の可能性 染⾕俊介（⽵中⼯務店） 15:55-16:30

(5) 専⾨⼯事会社から⾒た「施⼯BIM」 平⼿和夫（東芝エレベータ） 16:30-16:50

(6) 質疑応答・おわりに 曽根巨充（前⽥建設） 16:50-17:00

本⽇の時間割
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はじめに
■ 「施⼯BIMのスタイル」活⽤セミナー開催にあたり

■『施⼯BIMのスタイル』反響⼤
※⾮会員企業からの申し込みも多い

■ 施⼯段階におけるBIMが加速
※専⾨⼯事会社はゼネコンの様⼦⾒？

■ 参加者：ゼネコンメンバーに限定
※今回のセミナーの位置づけ

■ 本⽇はテキストを熟読
※施⼯段階のBIMは作業所が主導

0
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開催主旨
■ 施⼯段階のBIMの取組みは始まったばかり

『施⼯BIMのスタイル』
の熟読

まず先進的に取組んでいる
企業を中⼼に実践あるのみ

・最低限の共通ルールを認識
・新たな共通認識の創造

0
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⽇建連のBIMに関する活動
■ BIM専⾨部会の設⽴

2010.04 IT推進部会 BIM専⾨部会 設置
施⼯段階でのBIMのメリット増⼤を図る

2012.05 専⾨⼯事会社のBIM実態の調査

2014.12 『施⼯BIMのスタイル』の発⾏

【部会活動における主な成果品】

調査報告書は⽇建連HPから無償ダウンロード

本セミナーにて概要の紹介

1
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発⾏の背景
■ 専⾨⼯事会社との情報交換会から始まった

本当に施⼯で使える
ガイドラインが無い！

施⼯時における専⾨⼯事会社と元請との間でお互いにメリット

のある⼿法をまとめよう！

2012.05：
『専⾨⼯事会社におけるBIM活⽤実態調査報告書』発⾏

2012.10：
第1回 専⾨⼯事会社のBIM取組みに関する情報交換会

2013.04：
BIM専⾨部会の中に【専⾨⼯事会社BIM連携WG】設置

1
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普及・推進活動

発刊までの経緯
■ 連携WGの活動報告(2013-2014)

2/13
⽇建連ｾﾐﾅｰ
中間発表

3/276/25

10/3

『⼿引き』
の編集

事前調査［1］
事例聞き取り

⾏事

年度

BIM連携
事例

聞き取り

2013年度 2015年度（上期)

01回
WG

12/17
学会シンポ開催

12/10
『⼿引き』

発表

BIM連携
事例

聞き取り

4/216/1

事前調査･構成検討
本⽂執筆

印刷13社

12社

17社

事前調査［2］
専⾨⼯事会社と

の
情報交換

2/17
⽇建連ｾﾐﾅｰ発表

第3回情報交換会第2回情報交換会 鉄⾻FAB

5/236/6

型枠⼯場

6/26
設備

43回
WG

原則、隔週でWG内で内容の検討を実施

15社

元
請

12/17

16社

4/14
＠仙台

4/17
＠東京

2014年度

5/21
＠札幌

2/6

5/29
＠東京

6/末
＠東京
＠⼤阪

1
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施⼯BIMを成功させるために
■ 元請単独では成果は限定的

元請と専⾨⼯事会社で
WIN － WINの関係をつくる

●元請側の作業所⻑の下でBIM担当者が専
⾨⼯事会社のBIM窓⼝と⼀体となって連携
すること

●そこには、お互いが連携する⽬的を共有
し、なおかつお互いにメリットがなければ
ならない

1
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『⼿引き』が⽀援していること
■ メリットを享受しよう

1. 連携して成果を得られる運⽤⽅法を紹介
・今後の業界標準になり得ることを⽬指す

2. 連携して成果を得た事例を紹介
・実際の事例で⼯夫した点を学べる

業務プロセスの⾒直し｜⽣産性向上の取組み

『⼿引き』が⽀援していること

享受するための⼼構え

1
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構成
■ お互いにメリットを享受するために！

考え⽅

進め⽅

実 践

参考資料

何を⽬指すか

成功の⼿順

⼯事別のBIM

製作図BIM

施⼯BIMの⼀覧表

⽤語解説、書式雛形

00

01

02

03

04

05

06

P81



11©2015 一般社団法人 日本建設業連合会

⾒⽅・使い⽅・留意点
■ 元請の主導は必須｜意識改⾰のキーワード

■ 元請(作業所⻑とBIM担当者)
①考え⽅の統⼀｜②連携の計画を⽴案 する時に⾒る
※BIMツールの課題は、運⽤⾯でカバーしてみる

■ 専⾨⼯事会社(BIM窓⼝)
元請と連携計画を調整 する時に⾒る

■ 発注者、設計者、設計監理者
①施⼯者と連携すべきBIMモデルを具体的にイメージ

②施⼯段階でのBIMモデル合意などをイメージ

00

01

02

03

04

05

06

P9
‐P11

1
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元請が考える施⼯BIM
■ 2013年12⽉、BIM専⾨部会メンバーに調査

◎ ⽇建連のBIM専⾨部会に参加しているゼネコン14社にアンケート

約7割(79項⽬)で
専⾨⼯事会社との

連携が必要

BIMを活⽤
することで

2次元検討より
効果が期待

できる施⼯BIM
↓

109項⽬
が集まる

Q･C･D･S･Eで
分類すると約4割が
『品質』に効果あり109項⽬を

Q･C･D･S･Eで分類

1 00
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03

04

05

06

01

P16
P120
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施⼯BIMの考え⽅
■ 『⼿引き』で定義した範囲

◎ 施⼯BIM：施⼯段階におけるBIMのこと
施⼯図BIMや製作図BIMは、施⼯BIMに含む

施 ⼯
設計

施 ⼯
設計

元請

専⾨
⼯事
会社

実施設計で施⼯の情報を
早期に付加し、施⼯で活⽤すること

（課題）
設計段階で発注先、納まり、
整合性が確定していない

元請

専⾨
⼯事
会社

作業所や専⾨⼯事会社が
⾃分たちの業務効率化を⽬指すこと

（課題解決へ）
施⼯段階で連携して情報を
確定させる仕事の進め⽅に適⽤

従来の範囲（設計BIM） 新たに定義する範囲（施⼯BIM）

1 00

02

03

04

05

06

01

P14
‐P15
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元請が期待している施⼯BIM
■ ⾃分たちの業務を効率化させたい

■ 専⾨⼯事会社とのBIMモデル連携
「施⼯図」「製作図」に着⽬
※お互いに⾃社内での業務効率化

⇒元請のBIMモデルを活⽤｜各専⾨⼯事会社の情報を統合

■ 専⾨⼯事会社との連携を必要とする主な⼯種

設備⼯事｜免震⼯事｜昇降設備⼯事｜外装・外部建具
⼯事｜鉄⾻⼯事｜など

00

02

03

04

05

06

01

P151
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専⾨⼯事会社の期待
■ 『専⾨⼯事会社BIM活⽤実態調査報告書』より

◎ 元請とのBIM連携に期待する上位５項⽬

(1) 設計図書の整合性確保

(2) 設計図書の理解度向上

(3) 元請とのデータ連携による合意形成の迅速化

(4) 施⼯図・製作図の不整合減少

(5) 施⼯⽅法の理解度向上

P15 00

02

03

04

05

06

01

建築⽣産の課題は従来もBIMも変わらない

1
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BIMモデル合意への挑戦
■ BIMと図⾯によるハイブリットで業務を進める

■ BIMモデル合意とは

00

02

03

04

05

06

01

P18
‐P21

1
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元請の事例
■ ４社の事例を紹介

■ ⼤林組｜清⽔建設｜⽵中⼯務店｜前⽥建設

00

06

01

02

03

04

05

1 P98
‐P105
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専⾨⼯事会社の事例(1)
■ ８社の事例を紹介

■ 東芝エレベータ｜新菱冷熱｜⾼砂熱学｜

YKKAP｜⽚⼭ストラテック｜駒井ハルテック｜

横森製作所｜三基型枠

00

06

01

02

03

04

05

1 P106
‐P117
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専⾨⼯事会社の事例(2)
■ 専⾨⼯事会社の取組み姿勢も

施⼯BIM成功の要因（抜粋）

【東芝エレベータ】
① 元請BIM 担当者の取りまとめがあった

【新菱冷熱】
① 元請がBIM モデルを提供したこと

② 元請がデータ連携効率化の為に共有サーバーを配置したこと

【駒井ハルテック】
元請BIM 担当者の取りまとめがあったこと

■ 元請の先導なくして施⼯BIMの成功はない

00

06
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02

03

04

05

1 P106
‐P117
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期待される効果
■元請と専⾨⼯事会社の連携⽅法の業界標準を確⽴

1. 元請主導で標準化された施⼯BIM
・お互いが『⼿引き』を参照することで、業界全体で標準化された

施⼯BIMにつながる

2. ⽅向性のズレを低減
・お互いがBIMモデルを連携して作業を進める場合に、認識しておくべき事

項やその内容が明確になった。お互いがメリットを享受できる環境になる

3. BIMモデル合意などの挑戦が始まる
・施⼯BIMのメリットを具体的に紹介したことで、各社が施⼯BIMに取組む

きっかけとなり、新たな連携⼿法が⽣まれる

1
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00

01

02

03

04

05

06

２ 02.施⼯BIM成功へのワークフロー

施⼯BIMの効果を引出すために、
元請の作業所と推進部⾨の職員が留意すべき事項を、
準備→活⽤→展開の各段階に分けて項⽬ごとに解説

P22~
P49
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00

01

02

03

04

05

06

２ 02.章のポイント

1.元請のリーダーシップ
施⼯BIMは元請のリーダー

シップが鍵
2.準備と展開の重要性
BIM連携は準備段階が重要
活⽤後の展開も忘れずに

3.専⾨⼯事会社との連携
専⾨⼯事会社とのWIN-WIN

の関係を⽬指す

P22~
P49
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00

01

02

03

04

05

06

２ 1.元請のリーダーシップ

 BIMに取組む⽬的の明確化
 ⽬的の設定
 専⾨⼯事会社と実施内容を共有
 ⽬的がぶれていないか常に確認

 BIM担当者の役割
 BIM担当者には⼀定の権限のある職員

を選任
 作業所⻑や⼯事担当者との意⾒統⼀が

重要
 専⾨⼯事会社BIM窓⼝とコミュニケー

ション

 発注者・設計者への協⼒要請
 BIMモデル合意への協⼒要請

P22~
P49
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00

01

02

03

04

05

06

２
⽬的の設定 P26
■BIMに取組む⽬的の明確化
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00

01

02

03

04

05

06

２
専⾨⼯事会社と実施内容を共有 P26
■ BIMに取組む⽬的の明確化
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00

01

02

03

04

05

06

２
⽬的がぶれていないか常に確認 P38
■ BIMに取組む⽬的の明確化
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00

01

02

03

04

05

06

２
BIM担当者には⼀定の権限のある職員を選任 P27
■ BIM担当者の役割
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00

01

02

03

04

05

06

２
作業所⻑や⼯事担当者との意⾒統⼀が重要 P27
■ BIM担当者の役割
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00

01

02

03

04

05

06

２
専⾨⼯事会社BIM窓⼝とコミュニケーション P27
■ BIM担当者の役割
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00

01

02

03

04

05

06

２
BIMモデル合意への協⼒要請 P46

発注者・設計者にも

参加を要請！

■発注者・設計者への協⼒要請
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00

01

02

03

04

05

06

２ 2.準備と展開の重要性

 準備段階

 専門工事会社との事前打合せで実施内容を
具体化

 BIM連携計画書を作成

 キックオフミーティングで指示徹底

 BIM連携のフロー図

 作成を依頼するデータと提供するデータの明
確化

 利用ツールとファイル形式の明確化

 事前テストで連携を確認

 展開段階
 フォローアップミーティングの開催

 BIM実施報告書の作成

 社内への水平展開

P22~
P49

2
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00

01

02

03

04

05

06

２
専⾨⼯事会社との事前打合せで実施内容を具体化

P282 ■準備段階
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00

01

02

03

04

05

06

２
BIM連携計画書を作成

P39
P128

2 ■準備段階

日建連HPから書式をダウンロード可能
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00
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06

２
キックオフミーティングで指⽰徹底 P422 ■準備段階
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00

01

02

03

04

05

06

２
作成を依頼するデータと提供するデータの明確化

P30
P31

2 ■ BIM連携のフロー図
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00

01

02

03

04

05

06

２
利⽤ツールとファイル形式の明確化

P32
P33

2 ■ BIM連携のフロー図
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00
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06

２
事前テストで連携を確認 P332 ■ BIM連携のフロー図
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00

01
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06

２
フォローアップミーティングの開催 P482 ■展開段階
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00

01

02

03

04

05

06

２
BIM実施報告書の作成

P49
P128

2 ■展開段階

日建連HPから書式をダウンロード可能
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00

01

02

03

04

05

06

２
社内への⽔平展開 P482 ■展開段階
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00

01

02

03

04

05

06

２ 3.専⾨⼯事会社との連携

 BIMモデル合意でお互いに効果を
 モデル作成の早期着⼿で課題を明確化
 BIMモデルを活⽤し検討図・チェック図を

削減

 専⾨⼯事会社のBIM取組みを⽀援
 著作権と守秘義務に関する覚書

 BIM連携環境の整備
 外部ストレージサービスの提供
 BIMを有効活⽤できる会議室の準備
 BIMのための⼈材の確保

P22~
P49
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00

01

02

03

04

05

06

２
BIMモデルを活⽤し検討図・チェック図を削減

P36
P43

■ BIMモデル合意でお互いに効果を
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00

01

02

03

04

05

06

２
モデル作成の早期着⼿で課題を明確化 P29
■ BIMモデル合意でお互いに効果を
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00

01

02

03

04

05

06

２
著作権と守秘義務に関する覚書

P37
06章

■専⾨⼯事会社のBIM取組みを⽀援
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00

01

02

03

04

05

06

２
著作権と守秘義務に関する覚書

P37
P130

■専⾨⼯事会社のBIM取組みを⽀援

日建連HPからダウンロード可能
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00

01
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03

04

05

06

２
著作権と守秘義務に関する覚書

P130
P131

■専⾨⼯事会社のBIM取組みを⽀援
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00

01
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03

04

05

06

２
外部ストレージサービスの提供

P35
P40

■ BIM連携環境の整備
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00

01

02

03

04

05

06

２
BIMを有効活⽤できる会議室の準備 P41
■ BIM連携環境の整備
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00

01

02

03

04

05

06

２
BIMのための⼈材の確保 P41
■ BIM連携環境の整備




